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統合されたポートフォリオ 

リスク分析がバイサイドにもたらす恩恵  

※本記事は FINCAD 社の公式ブログの「HOW INTEGRATED 

PORTFOLIO & RISK ANALYTICS BENEFIT THE BUY SIDE」(2018/1/30)

を翻訳したものになります。

（http://www.fincad.com/blog/how-integrated-portfolio-risk-analytics-ben

efit-buy-side） 

 

最近市場は上向いてきましたが、引き続き厳しい環境が経済を取り巻い

ています。この現実に直面して、バイサイドの企業は明確な恩恵を享受

できるような、新たな投資の舞台と技術を模索する方向に動いています。 

 

トップパフォーマーのバイサイド企業が目的達成のために使っている方法の一つが、柔軟性に欠ける従来のシス

テムスを捨てて、ポートフォリオとリスク分析を一つに統合したシステムに移行することです。 

最近の Aite(https://www.aitegroup.com/analysts)の調査は、この傾向を分析しています。下のグラフで示す通り、

企業が統合ポートフォリオ管理システムを求める目的のトップ３は以下の通りです。  

 運用効率を改善する（26%） 

 手作業を自動化／代替えする（26%） 

 データの健全性／品質を改善する（21%） 

ポートフォリオ管理システムの原動力となる投資上の要因 
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最高クラスのポートフォリオ／リスク分析システムの主な優位点は、企業の既存のトレード／運用ワークフロー

にしっくりと収まることです。企業は一般的には、下図の上部に示すように、フロントオフィスでOMS(Oreder 

Management System)/EMS(Execution Management System)を所有し、また下部で示した運用システム、会計シス

テム、および報告システムを所有することになります。上部と下部２つの矢印の間に収まるのがポートフォリオ

管理システムとリスクシステムです。このとき企業が下記のニーズに対応するにつれ、単純な状況がより複雑に

なります 

 

 アルファ（利益）追求のため、新商品、新市場、新資産クラスに参入する 

 変化するビジネス要件に対応するためシステムを改変する  

 MiFID II や Basel III 等の新しい規制要件を満たす 

 最適化あるいはバックテスティングのため、またマージン、担保、および xVA 管理のためオーダメード型ポ

ートフォリオを分析する 

 

ポートフォリオ管理／リスクシステムの状況 

 

企業はこれらの新要件に対して、自社開発、スプレッドシート、Python、複数の分析ライブラリなど様々な方法

で対処してきました。この結果として、ポートフォリオとリスク分析のための寄せ集めのシステムが残されまし

た。ここで問題なのは、この寄せ集めが健全性に欠けるデータと分析につながり、組織内の諸チームを横断する

効果的な協業を困難にしていることです。 

 

この寄せ集め問題で大きな問題なのは手作業が増え、コストと効率に悪影響を与えることです。実際、協業ソフ

トウェアベンダーのConfluenceが実施した最近の聞き取り調査では、寄せ集め手法の結果生じた手作業とスプレ

ッドシートに企業がますます不安を感じていることを物語っています。 Confluence Asset Management Trend 

Survey Report Q4 2017では、企業の84%が手作業とスプレッドシートが自社のコストを管理する能力に与える影

響に関して大きな懸念を持っていると回答しています。  
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古いものを捨て、新しいものを取り入れる 

寄せ集めシステム手法を捨て去り、代わりにポートフォリオとリスク分析のための単一の統合ソリューションを

採用することで、企業は協業の増加、データ品質と健全性の改善、および運用リスクの低減を達成可能になりま

す。 

例えば、最高クラスのポートフォリオ／リスク分析ソリューションを使うことでユーザーは手の込んだオーダー

メード分析のために Python を使う選択肢を持つことが出来ます。その場合、大抵はそのソリューションの GUI

をより標準化された製品のポートフォリオ／リスク分析用ソリューションと組み合わせて使用でき、その一方で、

複雑な製品はプラットフォームに統合された Excel を使用して処理することが出来ます。分析機能も統合するこ

とができ、チームは自社内のデータと分析機能標準セットの中により多くのシステムを組み込むことができます。 

以前は寄せ集め手法を用いていた分野でも、今はテクノロジーのエコシステムに統合されたソリューションが存

在します。この統合こそがカギであり、これがなければユーザーのワークフローは低迷してしまいます。しかし

ながら、この統合を正しく理解すれば、高速で効率化された、統合ポートフォリオ／リスク分析の世界に移行で

きます。この移行により下記の利点を享受できます。 

 コラボレーションの改善 

 データの品質と健全性の改善 

 運用リスクの低減 

 不一致問題の低減 

 手作業の低減 

これらによって業務効率の劇的に改善することができ、御社のビジネスのより一層の飛躍が期待できます。  
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